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天界よりのニウス
　　　　　　　　天艦の運動速度の新レコード
　去る六月，米里バークレイ市で開かれたパシフィク天文土地総會に於い
て，ヒユマソン八工LHumason氏が嚢表した所によるS，ヰルソン山天
文豪では下の如き大速度の宇宙系が獲見された．
　　　N．G．C．　4853　　　毎秒7300キロ　（退去）
　　　　一一　4860　！1　7800　11　（　！1　）
　　　　一一　4865　！一　4700　1一　（　11　）
　　　　ク　　　　　　7619　　　　　　　　ク　3800　〃　　　（　〃　　）
　　　　　　　　「テζて」座星羅の距離ぜ大きさ
　リク天文皇のタリーがC．J，　KTieger氏は，毎年の夏の室の，「わし」座の
隣りに見える「teて」座の一部をなす銀河雲の中の約2000個の星の光度，
スペクトル型，色指数等の統計研究をしナこ結果，下の如き結果を得ナこ．
　　　「たて」星團の中心までの距離　　　　　　9100年光
　　　星團の直径　　　　　　　　　　　　　　1140ク
　　　地方星團からの距離　　　　　　　　　　5000〃
　　　星團の奥行き　　　　　　　　　　1500光年乃至3000光年
　　　　　　　日光中のフラウソホーフア線の研究
　米墨ヰルソン山天文皇のセントジョンC，E．　St．　John博士が最近藪年間
に遽行した日光スペクトル中のフラウンホープア線の硬究から得た結論に
よれば，ローランドの暗線表には4207個の新線が加へられて，合計21835線
Eなり，其のうち12502線だけは，其に由って去る化學原：素が知られナこ．
從って，今知られてみる90種の化學元素のうち，太陽には58種が認められ
たこミざなる．（「天界」第70號第576頁を参考せられよ）
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　　　　　　　　　　　宇　宙　の動　き
　米國ヰルソン山天文肇のハブルHubble氏の研究によれば，わが太陽系
を含む銀河宇宙は，苺秒280キロメートルの速度を以って，
　　　赤経　27プ，　赤緯　＋330　　自ロち「こミ」座x星の方向
へ蓮動してみる．そして此の銀河宇宙ε相ひ匹敵する他の星雲宇宙の中で，
距離の知れてみるものは下の18個である．
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親線丁度　　：全罷の光度
　　　　　眼親　爲眞
一185キロ
ー220
一　70
十920
一　30
十650
十960
十300
十500
十200
十£・　90
十loro
十450
十270
十500
十20e
－130
十500
??
?????
????????? ?
401
?
??
? ??
??
北極星ze叉一一dつの伴星
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　860000
3260000
2900000
290000U
5500000
2600000
46000eo
2050000
’　1600000
2goeoeo
3600000
1600000
2900000
1500000
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　北極星が週期3．日967のセブアd式憂光星であるε同時に，又，週期約
1000年の實覗連星であるこεは，かつて「天界」第十二號第232頁あたりに
紹介されナこ事實であるが，最近，リク天文毫のムーア∫．H．　Moore博士が
約700枚のスペクトル窮眞から研究した所によるε，此の北極星には又，
週期29．年6で相互に一週する一俘星の存在するこεが明らかになった．但
し此の件星は未だ望遠鏡では實視的に高見されない．計算よりすれば此の
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件星は1921年頃に輝星から最も離れた場所にあった筈だが・それが見つか
らなかったこxSから考へる馬伴星は極めて光の弱いものらしい・
　　　　　　　　　　　室の光について
　夜の室の光りの中には，：普通，星の光ばかりでなく，爾ほ其のほかの光
りが混じてみるこSは早くから知られてみる．オランダのグローニンゲン
：大學のプアン・ラiン博士に縁れば，夜の室の光りの中で，個々の星の光
を除いナこもの一EPち室の背景（background）の明るさの約6分の5は恒
久のオーローラの光S，流星や宇宙塵による日光の反射εであって，残り
の6分の1は微光星の光りである．此の微光星の光りは，全天にわナこって，
糊の約…分の1に當・・　N，．sl・ヒの概星の光り蠣めて一部分（痴
乃至1。1。。）d・i官庫鯉面面蹴ら來てる・ものらしい・
　　　　　　　　　　i封物レンズの債格
　大口径の天罷望遠鏡用色漕封物レンズの償格を時々質間される．蜀物レ
ンズは英グラツブ虚心，硝子材はチャンス二恩のカタログからεつて，下
の表にした．40センチのレンズの製造には專門工場で約一年の日子を要す
る由である．
??
?
8センチ
??????
二物レンズ
　　140圓
　　280
　　520
　　800
　　1900
　3500
硝子材
　1σ園
　22
　43
　75
200
420
糎　　二物レシズ
30センチ　　6000圓
40　13000
50　24000
60　39000
75　70000
硝子財
　800圓
2200
．｝1500
11000
27000
償格はほX“口径の立方に比例する．賦物レンズを作るには此れ位の手撒
はかSるものである．（中村）
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　　　　　　　　　　　ダブ1一ルド博士逝ζ
　∠榎，自分は濠州カンベラの天文塁長ダフイールドW．G．　D面eld博
士に手紙を四って，同博士の厚意により，シY＝一一天文皇出版の爲眞星表
Astrographic　Catalogueを落：手したこSがあった．罷れについて感謝の手紙
をダフイールド博士に途って間もなく，海外＝ウスは「ダフイールド氏逝
去1のここを報じて來たので驚いた．
　ダブd一ルド氏の名は天文學者の間に掌り曳く知られてみないけれ3，
惣門學界が過去二十ケ年の奔走努力によって最近濠洲に建設し得ナこ新しい
太陽観測所の最初の所長εして，氏の名は乱吟の天文學に重要な役割を演
ずるミ豫期されてみたのだが．一
　ダフイールドは1860年濠洲聯邦議員の子Eして生れ，アデレード大骨を
卒業して英本門マンチエスタ大野に入り，1908年にD．Sc，の學位を得．其の
後，圭ξしてサーA．シユスタ博士の指導によりスペクトル光學の研究（殊
にスペクトル線の氣歴による攣i移を研究）しずこ．1911年からはりAデイン
グ大翠の物理學教授εなり，1912年には炭素アークランプの電極間に認め
られる一種の反力について有名な實験研究をした．筒ほ，1914年には英國
から濠洲へ往復の海上に於いて地球重力の測定をしたこεもある．
　1908年の頃，英國ではサーD．ギルを座長εする太陽観測所建設委員會が
組織されて，ダフイールドも此の一ft　Eなり，前後三回英濠問を往復した。
此の蓮動は1923年に至って愈々新市街カンベラCanberraに太陽観測所創
立の蓮びEなり，衆望を以ってダフイールドは此の所長に推された。此の太
陽観測所のために英國グラブ會赴が口径18吋（46センチ）の最新式シーロス
タトを作ったのは漸く二年前のこミであるが，其れに直ぐ綾いて，我が京
都帝大の花山天文皇が口径42センチ（16吋牛）のシーロスタートを上記のグ
ラブ會杜から購入したミいふ不思議な因縁があって，從って，カンベラの
太陽観測所ミ，花山天文塁の太陽課εは，恰も兄弟の如き關係ミ言へるわ
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けであるが・しかも此の肝所が・共に・久しく寂莫であった東洋方面の太
陽研究を，殆んさ同時に始めるやうになつtのも，面白いこSである．此
の際，ダフイールド氏を失ったこSは濠洲のkめにも世界のためにも惜し
　いこSである，（山本）
　　　　　　　　　　　ペリー氏逝ζ
　　天文の初學生が愛讃する文勢學史の中で，ペリーA．Berry著のShort
History　of　Astronomyεいふのがある，（東京の「天外月報」の創刊後まもな
　い頃，本田親二氏が記しナこ多くの天文歴史記事は多く此のペリーの著書の
繹文である．）此の著者が去る八月15日死去した．ペリー氏は英國クンブリ
　ヂ：大學キング昏昏の副院長であった．享年66歳．
　　　　　　　　　　　海老恒治氏逝ζ
　去る九月22日，京都府立大學病院に於いて海老恒治氏が逝去された．氏
　は本直創立高湿の熱心な會員であって，殊に大正十年忌が同志杜大學卒業
　以後，同十四年まで満四年間，本會の事務に當られ，爾ほ本誌編輯：のため
　にも多大なる貢献をされナここEは本會の古い會一員ナこちが皆知って居られる
所である．氏は只に事務の才に長ぜられるのみならす，前後敷年間の勉強
　努力によってアマチユテ天文家の域を脱し，京都や大津に於いて實地天艦
観測にも當られ，叉，其の雄筆を以って，天文三等の創作文や鐸文を多く
本誌に寄せられたこミがある，大正十四年以來，事務を小林西に譲って，
　平然キリスト教の宣教者ミなり，叉，近年は千葉縣の一揖學校に於いて，
　學生のために天文宇宙の學を講ぜられたミいふ．吾人は坊門の逝去の報に
　接して，過去の氏の風格ε其の業績を偲ひ，深く哀悼の意を表する次第で
　ある．（「天界」第52號第143頁を見られよ）
　　　　　　　　　　　萩原雄砧氏露朝
　昨年から米國ハーヴード大序バーコフ教授の下に理論天文學を研究中で
あった東京帝大助教授萩原雄詰理下士は，令夫人同俘，歓州を経て，去る
十一月三日轟戸着の箱根丸で聾朝された．
